
ユ ネ ス コ 教育実験中 問報告

ユネスコ校内委員会

1．まえがきにかえて－参加までの経過

2∴現在（1960年3月末）までの研究日程

3．実験のための組織

4．テーマの設定

5．予騰調査の実施結果

6．今後の実験計画

1．まえがきにかえて－参加までの経過

本付属が，日本ユネスコ国内委員会から，いわゆるユネスコの協同学校計画に参加の依

頼をうけたのは1959年5月で，その前後から，一方では普及課を通じて参加手続を進め，

他方では実験推進のための校内研究体別の準備を急いだ。

8月22日附で普及課に計画概要を提出し，これは英訳されてユネスコ本部に送られた◎

そのコピrを参考のた捌こ掲げておく。
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pARTICtJ乱ARS Oy

官選E鑑ゆ姻ÅBA町PPER SECOⅣDARY SC斑00‡J

A甘甘AC斑ED甘⑬甘取E甘0鑑YO訂ⅣⅠVERSI甘y OF ED町CA耶0Ⅳ

Ⅰ．OtTTI」ⅠⅣE O野甘蕊E SC琵00‡」

1・Ⅳameofthesc恥00息：KomabaUpperSecondary SchoolattacbedtotbeTokyo

University of Ed㍊Catまon．

2・Address of払e島地00l：461Ikejirトcho，Setagayak叫Tokyo，Japan．

3．Ⅳame of tbe pγine豆pa旦：Mr．Hikaru Yamamoto．

4．Coursesin t血e sc駄00首：

a．GeneraledtlCa七io王ユCOurSe………．…‥‥…‥…‥‥…‥‥…‥………‥…‥…2classes

b．Vocational（ag出c㍊ltural）ed11Cation course‥．…‥……‥．‥‥‥……‥‥……1clas＄

5．Number of staぼmemもe】：S：34teacbers

6．ⅣⅥmもeg ofpupま旦s；aS OflAugust1959：429（boys only）

7．Sc丸001facilities；

a．Scboolbuilding，豆ncluding an auditorium and specialclassrooms：2，918

Square metreS斗

b．Playground，亙mcl㍊ding a swimmlng pOOlof25meters：8，245sq．m．

ⅠⅠ．CVRREN甘㌘ROG温A鯛包隻ES AⅣD】絶E甘琵ODSIJSEI）ⅠⅣ Eわ訂CAT‡ON 野OR

‡ⅣTERⅣA甘夏0ⅣÅもⅤⅣDERSTANDIⅣG

Curricula of tbe sc‡100まare constructedin compliance witb tbe Course of Study

set forth by tbe Ministry of Ed11Cation，Wbicb contains manyitems on education for

internationalunderstandinぎ．No specialprogramme‡laSもeen practisedbytbeschool

vitb regard to conten七s and metbods of education
forinternationalunders七anding．

ⅠⅠ‡．OIJTLINE O甘 丁琵濫 PROPOSE》 EXPERI漁生ENTAI」AC甘ⅠⅤITIES ‡Ⅳ

EDVCATIOⅣぎゃR‡NTERNAでIONA‡」lJNDERSTANDING

l．Period oftもe experiment：2scboolyears of1959and1960．

2．T払eme of紘e experiment：Study of buman rights－mOre particulary，Study

about wIayS Of asserting buman r短bts．

3．Aim of ed廿Cation fo一組e experiment：To
bave
pupils comprebend

desirable

directionsinⅥ7ayS Of asserting tbeir oⅥrn andotbers，human rigbts，SO tbat

theymaybe enabledto contributein a right way to tbe humandignityand

tbe welfare of mankind．
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凄．Persons w払o wil且direct仏e experimen七ala・e食まⅤ量鵬s：

乱 Tbe experimentalvork willもe exec11tedもy tbe 宕0旦10耶ng Six teachers of

t‡le SChooIwit‡ltbe co－Operation of allotber teac払ers：

Mr．SoicbiAkasbi，teaCber of socialstudies（world取立s紬ry）

Mr．XinjiAsallara，teaC壬1er Of Englisblanguage

Mr．S‡1igerⅥMasaki，teaC壬1er OfJapaneselangl且age

Mr．Xiyokatsu Osawa，teaCber of mat‡lematics

Mr．Ryo Sakon，teaCber of mathematics

Mr．Iwao Sawanol）Ori，teaC壬Ier Of socialsttldies（c豆Ⅴ皇cs）

も．Advice willbe sougbt from tbe following experもS：

Mr．Takao Ando，prOfessor at tbe Tokyo tJnまve訂S紙y of Ed㍊Ca朗on・

Mr．XiosbiSuzuki，prOfessor at t‡le Same Univers曳七y．

Mr．Sadao Nagasbima，aSSistant professor a忠地e same Un豆versity．

5．proposed me蝕odsぞoy t壬Ie eXper呈men七：

‡n1959scboolyear，an eXperimentalgro11p and a con七訂¢1酢OlユpⅥrillもe
formed

COnSistingofpupilscbosenfromamong地oseof七三1epreSe王一息鮎＄七′yeargrade（3classes），

andsurveyswi11becond11Ctedonactualsituations of pl坤急呈s wi地a vまew to formulat－

1ng もypotbeses for蝕e
experimentale血cation．Subjec七＄0ぎ蝕e surveysⅥrillbe as

follows：

a．On objectiveiこnOWledge of壬Iuman rigbts：

i．Degree of p11pils’generalknowledge of bⅥman yig払七s－by means of t払e

In七ernationaltTnderstanding TestI，devised by 蝕eJapanese National

commission
for Unesco．

ii．pegree of plユpils’knoⅥrledge of壬Iistorical由ve亙¢pment¢着 払uman rigbts－

もy means of an objective test and analysis of p硯由且s’essays．

iii．Pupils’know■まedge of speci丘cissues relevant七O bⅥman rig払ts〝by means

Of
an
objective test and analysis of pupils’essays．

も．On at七itude onもⅥman rigbts：

i．Pupils’血uman rigbts co王1SCiousness－by means of tぬe王n七ernationalUnder－

Stnding Test‡‡，devまsed by tbeJapanese Na音量onalCommissionねr Unesco．

ii．1好ays of disposlng Of cu汀entissuesin da立Iy呈ife冊by means of qlユeStion－

nalreS．

iii・Problemsin tbe classroom andまn t血e scbooトもy means of quest主onnaires．

‡n1960scboolyear，eXperimentaleducationⅥrillt〉e
made．加s aims Ⅵ7illbe as

蜜0110WS：

a・To‡1aVe pupils obtain objective
knowledge

of var主0㍊S f㍊ndamental壬1uman

rig‡1tS andもistoでicaldevelopment tbereof．

b・Tobavepupilsacquiredesirable
waysofdispos息ng o吏まss硯eSin dailylife

relevant to buman rまghts．
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以上のApplicationに対して，本部から9月21日附で Agreementが到着し，協同学

校計画（T‡1e Associatea Sc払001s Projectsin Education forInternationalUnderstan－

ding）への正式参加が認められた。

2。現在（1960年3月賽）までの研究日程

本実験は2カ年の継続研究であるが，本付属としては初めての経験のため，テ【マの設

定，研究体制整備には努めで陵墓を期し，研究第一年度は，もっぱら校内活動に重点をお

いた。現在までの研究実験の歩みをつぎの表に概括しておく。

年月日i会
合 毒 備 考

1959年

6．2

6．8

校内研修会

国内豪評価会議

講師海後勝雄氏・彦坂課長を中心として教育実験の概要検討

山本校長ほか教官玉名参加

6．16 校内研修会 講師長島貞夫氏を中心として教育実験の方向検討

6．20 教官会議 校内委員を選出

6．29～

30

7．8

籍三回ワーク

ショップ

校内委員会

校内委員ら参加，田島中学校参観

予夢使途，組織分担，行事計画立案

7．23 〝 テーマの設定について検討

8．3 〝 「人権の研究」をテーマに設定

8．19 グ 「世界人権宣言と教育」の検討

8．22 〝 計画概要提出

9．12 〝 間藤僻氏の参加

9．18 校内研修会

校内褒員会

講師長島貞夫氏を軒かとして予備調査の検討

9．29 「匡慨理解テスト」Ⅰ．ⅠⅠの実施（予備調査No・1）

10．9 テスト結果の処理

10．13 〝
〝

11．17 〝 予備調査の準備その他

11．24 〆 ケ

11．30
一グ

グ

12．8 〃 人権週間スロサガン「力づくより話しあい」について

12．9 ケ 講演「人権はいかにして守られるか」人権擁護局長鈴木才蔵氏

12．11 グ 人権意識の予備調査No・2実施

12．17

1960年

1．7

国内安評価価会議校内委員ら参加

校内委員会 実験計画の打合せ

1．19 グ 予算使途の決定，ユネスコ窒の整備
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1

2

2

2

3

3

22

9

1B

19

20

23

1

14

グ

グ

ユネスコ

指導者

講習会

校内委員会

校内研修会

国内要評価会議

予席調査No．3の実施

実験日礫の検討（目標のしぼり方など）

本付属の入試とかちあったため

一部の校内委員のみ参加

予備調査No．3の結果処理

講師長島貞夫氏を中心としてテーマ「人権の研究」の検討

山本校長退任の送別職員旅行のため不参

3．実験のための組織

A．校内委員，全教宮の緊密な協力のもとにとくに下記6名の教官で委員会を構成する。

（）内は担当教科。

明石紘一（世界史）

大沢清克（数 学）

佐 近 良（数 学）

浅慮欣次（英

柾 繁（国

沢登岩尾（社

語
語

会

B．実験活動委員会より助言を得る。とくに東京教育大学心理学教室より間藤偏氏の協力

を得る。

4．テーマの設定

上記計画概要（英文）および日程で述べたように，本付属ではユネスコが提示している

三つのテーマ（「他国，他民族，他地域または世界的問題の理解」「国連の研究」「人権

の研究」）のうち，とりあえず「人権の研究」を今研究期間のテーマとして選び教育実験

を進めることにした。当初のテーマ設定の理由を，7月23日校内委員会での話合いをもと

にまとめてみると，次のようであった。

1・人権意識を真に生徒の身についたものにするためには，生徒に，人権の主張の仕方

（態度，方法）を，できるだけ具体的な事例について，深く考えさせるというところまで

指導を推し進めなくては空念仏に終ると思われる。

ところが日本人の人権の主張の仕方にはいろいろ拙劣な面が多いことが識者により指

摘されている。実態調査もこのことを裏付けるであろう。（例えば，“話し合い”よりは
う

ただちに最後的手段に訴え易いとか過度の緊張り（Tension）に陥るとか，かと思うと長い

ものには巻かれろ式で権力に屈し易いとか，自由と放縦をはきちがえるとか‥…・）こう

いう主張の仕方の欠陥が，

イ 現代日本社会に，どのような条件のもとに，どのように露呈しているかを調べて，

生徒に考えさせ

ロ 生徒の日常学校生活の申でどのような問題となっているか実状をつかませ。

ハ 教科面での指導などにより，東西の人権の歴史伯由獲得の成功と失敗の事例）を

比かくさせ，人間性の奥底にまでさかのぼって研究させこれらの学習調査を通じて人

権の主張の仕方の実態を知ちせる。
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2・そこから生徒が将来社会人として矧瑚の申で正しくその人権を主張していく上にどう

いう方法が恐らく最も有効かを考えさせ望ましい方向を発見させる。

3．最終的には，「自他の人格の尊重」についての身についた生き方を養わせるには，ど

のような教育が用意されることが有効かについて調査研究をまとめたい。

4・自他の人権の尊重についての理解体得は進んで一般的な国際理解と協力の問題と当然

関連する。勿論この場合に国家という機構と個人という単位との安直な寮推は，他の危

険を伴うから避けねばならない。しかし国家的利己主義や民族的偏見がこれまでの戦争

原因の一面を這あったことも否定できない。“話し合い”による解決で平和が維持される

ことの可能性は，現代の人萩の大きな希望である。こう考えるとやはり，個人の人権の

主張の仕方と，国家群の主張の仕方とに相関関係を見出すというこ“とは，積極的な意味

をもっと解される。

以上のような見地から，テーマは「人権の研究」とし卜と‘くに副題的に「人権の主張の

仕方についての研究」という視角をはっきり打出してみた。しかるに，その後の校内委員

会の討議では，この「主張の仕方」という視角が実験上まことに扱いにくく，むしろこう

いう限定を拾去った万がよいのではないかという意見も強くなり，予備調査の結果もこの

ことを裏付け，12月17日の国内委評価会議の席上で本校の実験活動に寄せられた助言－－

たとえば「人権そのものについて正面から深く教えるという方向が望ましいのではない

か」－などを参考に，設定理由を根本的に検討しようではないかという空気になった。

しかし，当初，（上掲）の設定理由にはなかなか捨て難いものがあるという支持意見もあり，

生徒たちの申にどのような「主張の仕方」の察型が存在しているかをなまのまま調査して

みる努力もつづけられた。（とくに予備調査No・3）

このような試行錯誤のうちに，「人権の研究」というテrマが予想以上に困難なテーマ

であることが委員たちの実感となった。とくに戦後の日本社会でこのテーマがきわめて抽

象的概念として受けとめられているという点が，実験上のアポリアのように思われた0

1960年3月末現在では，設定上すくなくとも次の三つの柱は立てておきたいと考えられて

いる。

1．生徒の人権意識が身近かな具体的問題に関してどのようであり，ま串どのように変化

・発達するかという視点

2．人権の歴史，とくに東・西洋の人権の特殊性・普遍性についての生徒の知識・理解が

どのように伸びるかという視点

3．現代日本社会における人権問題を生徒がどのように理解しているかという視点

括概すれば，生活的・歴史的・公民的という三つの視点から，生徒の人権意識をさぐり，

指導の有効な方法を見つけていこうというのである。

5．予備調査の実施結果

現在までに実施した予備調査は3回である。

（
Nol．「国際理解テスト」Ⅰ，ⅠⅠを陵用（1959・9・29）

No2．付録1．の問題を作成した実施（1959・12・11）

No3．付録2．の問題をを作成して実施（1960・1・221
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実施結果の処理で得た調査概要はつぎのようにいうことができると思う。

Ⅳ01．について

使用したテスト用紙は，国際教育研究会編東洋館出版社発行のものである。問題内容は

すこし古くなっている処（たとえば国連加盟国の数など）や，本付属の生徒の知的水準か

らすると平易すぎるだろうということが予測された。結果の処理では，テストⅠⅠの方が配

列や採点板の不備などのため集計に非常に手間をとった（4人で丸二日かかる）。この点は

今後改訂の際工夫が望まれる。高校一年クラス160名に実施した結果（得点表とその考察）

については，11月に実験報告Nolに収録したので，ここには重複をさけたい。ただ各領

域の平均点をパーセンタイル規準で照合してみるとすべて90パrセンタイル以上であり，

全般的にみて本付属の生徒は，知識・理解に関しては予想通り，すこぶる高いということ

が示されたことを記しておくにとどめる。

No2．について

この調査は，12月9日に行なわれた人権デr記念講演の直後に実施した。厳密には実態

調査というべき内容であるが，qlユeStionnairesの作成の素材としては，（A）講演に即した

もの（B）さきのNolのなかからとくに問題をふくむと思われた事項を選んだ。（調査率項

は付録1を参照）

A．についての集計結果のうち特記すべき点は，人権デーを知っていたものと知らなかっ

たものが丁度509らずつであること，これは法務省人権擁護屈の調査で出た数字（一般成

人を対象とした調査では3ヲら）にくらべればはるかに高率であるが，学校数育としては今

後の努力の必要を痛感させられる数字である。

質

いえ
ヽ－V

ま
、

′Ul

tY
l

いえ
ヽ．、tV

ま
、

／
ぴ
l
－
∨
．

2

3ミミいえ
しヽ

4とミいぼ
い

問 回答率飾

68．′3

31．7

50

50

56．8

43。2

35

65

非常にある
5少しある
な い

26．2

62．5
11．3

6・いけないとするもの73労

B．についての結果はつぎのように考察できる

1．55ヲちが体罰に反対，ある程度というような条件つき

でみとめるものが37ヲち ありこの後者が高率である

理由は今後さらに面接法などで分析してみなければ

ならない。

2．肯定20労，仕方がない40ヲち，試験廃止359ち

3．出席すべし559ら，自由である20ヲち。この質問は団体

の拘束と個人の権利のからみあいを衝くものであっ

たが，設問がなお不僻であったと反省される。

4．90繋が差別反対。

5．90珍がいけなレ、と回答。

その他の中に編集権，有名税，のぞき心理，名誉毀損，信

書の秘密などに関連した言及をする者あり。

7・設問の不備で「犯罪人」は「容疑者」差すべきであった。

8・これも設問の条件設定が不備であった。

9・証言すべし57ヲち わからない15浄 場合による15労 これも今後に追求すべき要因を

ふくんでいる。

－112－



10．いけないとする者99浄

11・いけない50浄 仕方がない20ヲら 当然10発 現代の時事的な問題であるだけに，掘下

をデてみる必要があると思われる。

12・これも設問申の「常に」のとりかた如何で回答が動揺したかと思われる。輩窒成30珍

反対309ら

このNo2の調査（とくにB）は，今後設問を改訂補充して，舞二研究年度に実施の予定

である。

Ⅳ03．について

これも駁密には実態説査の範疇に入るであろう。この調査のねらいは，生徒が，葛藤場

面でどのような解決方向を見出しているかをさぐろうとするところにあった。高一（男子

のみ）4クラス総数155名の回答を策計してみたところ，意タすにも無答数が多かった。実

施時期と方法にそれほど大きな失敗の理由がないので，これは，やはり本付属生徒の実態

であると思われる。このことの裏付けは，回答の内容にもあらわれており，本付属の生徒

たちは一般に（i）不当な扱いを受けた経験が少なく，（ii）対処の仕方も概して消極的か

公式論的であるといえるようである。

Ⅳ03。の無答率

クラス

間 塩
1組

A①

②

③

④

イ

ロ

イ

ロ

イ

ロ

イ

1コ

76．3飾

79．0

2姐 3組」4紐

……：；皇≡二；
57．2

69．0

学年

69．0

74．2

86．8

89．5

86．8

89．5

97．8

97．8

66．7

76．7

81．0

85．7

84．5

88．5

93．4

95．6

66．7

73，3

76．2

83．3

82．0

86．5

39．5

57．9

31．1

53．4

20．0

46．7

52．4

71．5

36．8

58．1

18．8

31．6

15．6

37．8

6．7

26．7

21．4

57．1

16．1

39．3

Bの無答率が低いのは，設問

が歴史的内容で，いわば純粋の

知識の領域であるため本付属の

生徒たちには，記述し易かった

のであろう。（イ）の事例として

比較的多くの生徒が挙げている

のは，奴隷の間夕追，ナチスのユ

ダヤ人迫害，キリスト教の迫害

日本の戦前の社会運動の弾圧な

どである。（ロ）では，a．問答無

用の時代には逃げるしかないと

いう亡命逃避の消極空室と，b．周

囲の人を啓蒙し日〕結してレジス

タンスをするという積極型の二

つの類型に大別できるようであ

る。そしてこの比率は，ニュアンスに富む表現が多いため厳密には算定し難いがほぼ同率

かややa消極型が多いといえるようである。「アンネの日記」の主人公の置かれたような

状況に，（男子生徒でありながら）Jb情的に共鳴する世代だといえるかも知れない。こう

いう点は今後さらに読書調査その他の環境調査をつみ重ねて分析する必要があろう。

指導の方向としては，どのようにしてaの消極型をbの積極型に改造できるかというこ

よが，一つの問題点となろう。
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♪ 6．今後の計画

研究第二年度においては，これまでの研究成果の上に，とくに次のような点に留意しつ

つ計画を進めたい。

a．これまでの予僻（実態）調査で明らかになったことは，本付属の生徒が，抽象的知識

の面では人権意識はすこぶる高いが，現実に直面した体験に乏しく実践面に弱いのではな

いかという点が一つある。勿論われわれは今後さらに生徒の実態をつかむた如こ努力を積

み重ねなければならないが，一応このような憤向が看取出来たので，今後の指導の留意点

としたい。そのた捌こ，たとえば，生徒たちに，人権が阻害されている実社会の実相を見

聞させてみることなどもこころみてみたい。

b．予備調査No2，No3などを通じて，（設問の不備な点もあるにせよ）生徒たちの基

本的人権の概念に甚だしい誤解・混乱事拡張解釈が目立つ。この概念について生徒たちの

もっているいわばイメ【ジは，非常に、懸隔があるといえる。指導についてこの点を留意し

たい。

C．上記a．b．二項を留意しつつ，第二研究年1960年度の実験教育指導計画を立案した

い。日程は，教育実習や学校行事との関連および，本年8月に予定されているユネスコ。

ワ【クショップとの関係もあり，遅くも6月末に完了したい予定である。
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ユネス コ教育実験調査

A一次の質問について，はいか，いいえかどちらかに○をつけて下さい。

1。12月9日に行われた講演「人権はいかに守られるか」をあなたは聞きましたか。

（はい。 いいえ。）

2・12月10日が「人権デー」である事をあなたは知っていましたか。

（はい。 いいえ。）

3・12月9日の講演を聞いて，人権問題に関するあなたの考えは深くなったと思います

か0 （はい。 いいえ。）

4・人権擁護屈について，あなたはその仕事の内容を知っていましたか。

（はい。 いいえ。）

5・あなたは人権問題について，関心がありますか。

（非常にある。 少しある。 ない。）

B一 次の質問は人権のいろいろな場合についで質問されたものです。それらについて，あ

なたの現在の考えを正直に述べて下さい。

1・教師が生徒に対して行う体罰についてあなたはどう考えますか。

2・世の中には，多くの選抜試験制度があり，個人の意志通りにならないことも多い。

それについてあなたはどう思いますか。

3・強制的でない生徒会などでは，よく欠席する生徒があるが，それらの生徒の行動に

対して，あなたはどう考えますか。

4・夜間部の学生が就職などの際に差別待遇を受ける事があるという事に対して，あな

たはどう考えますか。

5．リンチ（私的制裁）についてあなたはどう考えますか。

6・新聞や雑誌などで，よく特ダネ記事として，個人の秘密が暴露されている事があり

ますが，それについてあなたはどう考えますか。

7．検察官や警官が犯罪人を取り扱う時の態度についてあなたはどう考えますか。

8．交通整理の警官の一般民衆に対する態度についてあなたはどう考えますか。

9．裁判などの証人として，証言しなければならない時，もしそれが他人の名誉を傷つ

けるようなものであったならあなたはどうすべきであると考えますか。

10．村八分に対してあなたはどう考えますか。

11．よく新聞などで労組員などが会社の幹部や或は官庁の長などをかんづめにしている

ような報道を見受けるが，それらに対してあなたはどう考えますか。

12．青少者は常に年長の命に従う事が社会的秩序を椎持する上に必要である，という考

えに対してあなたはどう考えますか。
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ユ ネ ス コ 教育実験調査

次の質問に答えて下さい。

A）次のいくつかの場面で，あなた自身が，人間として当然みとめられている事を，他人

から浸された経験があったら，どのようにされたのか，その事実を左がわの部分に書

き，さらにその時あなたはどのようにしたのか，または，したかったかを右がわの部

分に書いて下さい。

なお，あなたにこのような経験がない場合には，他の人の場合でもよろしい。ただ

し，その場合にはあなたがそれを知ったのは，次のどれによってか，適当なものに

○をつけなさい。

1．了畠接見た

4．友人から

2．新聞，奈琵誌などで知った

5．その他（ ）

① 学校生活の申で（たとえば教室の申な

どで）

（イ）

② 団体の申で（たとえば校友会や生徒会

などで）

（イ）

③ 家庭生活の申で

（イ）

④ 一般の社会生活の申で
（イ）

（ロ）

（ロ）

（ロ）

（ロ）

3．家庭の話題で

B）大昔から現在に至る人間の歴史（世界或は日本の）の申で，人権の浸害や抑圧が行わ

れたような事実をもし知っていたら，どのようにおかされたのか，その事実を（イ）

の部分に書き，更に，もしあなたがその事実の申の一人の人間であったとしたら，ど

のようにして，自分の人権を主張するか，その方法を（ロ）の部分に書いて下さい。

（いくつでもよい）

（イ）
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教 官 の 校 外 研 究 会 参 加 状 況

月 日 会 名 場 所 参 加 者

4． 2 付属連盟高校部会 伊 東 明石，秋葉，梅沢，柾

5．13 西洋史学会 京 都 明 石

5．22 学校図書館協議会 高校部会 東 京 小 沢

5．31 大学入試懇談会（数学） 慶 応 佐 近

6．12・13 第十四回関東都県数教研大会 群 馬 秋葉，大沢

6．20 学生間塩研究所研究発表会 東 京 大 沢

ユネスコ評価委員会 文部省 明石．梅沢．佐近．高田．深野

6．29 ユネスコ，ワークショップ 釆 京 明石，佐近

6．30 同 上 川 崎 明石，浅原，佐近，沢登，柾

7． 3 都歴史教育研究会 東 京 明 石

7，10 都高校実術教育研究会 東 京 白 木

8．5～8 第十回全国学校図書館協議会研究発表会 東 京 小沢，丸尾

8．5～7 歴史教育者協議会 東 京 坂 根

8．7・8 日数教全国大会 名古屋 秋葉，喜多

8．24 全国農場協会関東支部総会 那 須 金 井

9．10 実験事故防止討論会 東 京 草 間

9．19 中学校教育課程研究協議会 東 京 丸 尾

10． 4 東京教大，お茶大付属研究発表会 東 京 明石，年田，白木，巻島

10． 7 英語教育研究会 早大付 綿 引

10． 9 日数教教科課程研究会 東 京 佐 近

10．24 同 上 東 京 佐 近

10．24・25 付属連盟関東地区総会 宇都宮 梅 沢

10．27－30 教員蕃成学校数宮研究集会 富 山 大沢，柾

11．6 付属連盟高校部研究発表会 東大付
明石，梅沢，大沢，佐近，沢登，

日野，柾，松井

11． 7 同上総会 東大付 明石，佐近，沢登

11．7・8 語学教育研究会 早 大 五味，浅原，晴山，中村

11． 9 教科課程研究会（日数教） 赤城台高 佐 近

11．13 都数教教科課揮発衰会，大学入試研究会 新宿高 秋葉，佐近

11．13・14 全国漢文教育研究大会 日比谷高 高井，日野

12． 7 社会科教育関東協議研究発表会 向ヶ丘高 坂根，沢登

1． 3 英語研究会 玉川高 綿 引

1．31－2．2 日教組，日高教合同教研全国集会 千葉市 明石，沢登

3．21－26 現職教育講習会 東 京 重 松

9月～3月 沖縄派遣教育指導委員団に参加 沖 縄 金 井
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